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資料1. 調査団員氏名 

 

(1) 基本設計現地調査 1 

団長 貝原 孝雄 国際協力事業団無償資金協力部業務第一課長 

計画管理 藤原 真吾 国際協力事業団無償資金協力部業務第一課 

業務主任/職業訓練計画 長澤 癸行 ユニコ インターナショナル（株） 

機材計画 1 樋口 勝彦 ユニコ インターナショナル（株） 

機材計画 2 世古口 健 ユニコ インターナショナル（株） 

機材計画 3 八木 恒雄 ユニコ インターナショナル（株） 

調達計画/積算 石山 優 ユニコ インターナショナル（株） 

通訳 和田 輝雄 ユニコ インターナショナル（株） 

 

(2) 基本設計現地調査 2 

団長 大石 千尋 国際協力事業団中国人民共和国事務所次長 

計画管理 藤原 真吾 国際協力事業団無償資金協力部業務第一課 

業務主任/職業訓練計画 長澤 癸行 ユニコ インターナショナル（株） 

機材計画 1 樋口 勝彦 ユニコ インターナショナル（株） 

機材計画 2 世古口 健 ユニコ インターナショナル（株） 

機材計画 3 八木 恒雄 ユニコ インターナショナル（株） 

調達計画/積算 石山 優 ユニコ インターナショナル（株） 

通訳 和田 輝雄 ユニコ インターナショナル（株） 

 

(3) 基本設計概要書説明調査 

団長 大石 千尋 国際協力事業団中国人民共和国事務所次長 

計画管理 藤原 真吾 国際協力事業団無償資金協力部業務第一課 

業務主任/職業訓練計画 長澤 癸行 ユニコ インターナショナル（株） 

機材計画 1 樋口 勝彦 ユニコ インターナショナル（株） 

調達計画/積算 石山 優 ユニコ インターナショナル（株） 

通訳 和田 輝雄 ユニコ インターナショナル（株） 

 

 

 



資料2. 調査行程

(1) 現地調査１

官団員
月/日 曜日

団長：貝原孝雄課長
計画管理：藤原真吾

業務主任/職業訓練計画：長澤癸行、
通訳：和田輝雄(10/10午後は機材計画1

と、10/22-27は機材計画2と同じ)

機材計画1：樋口勝彦
(および中国人通訳 徐昊

(10/13-10/28))

機材計画2：
世古口健

機材計画3：
八木恒雄

調達計画/積算：
石山優

1 10/10 水 成田1040-北京1315(JL781)､JICA事務所表敬訪問 成田1040-北京1315(JL781)
日本大使館表敬訪問 中国国内航空券手配 官団員に同行

2 10/11 木 経貿部表敬訪問、経貿部と各訓練校長との協議（ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄの説明､質問票回答依頼） 官団員に同行

北京1735-南京1855(CA1503)
3 10/12 金 JICA事務所にて協議等 統計局訪問（各種統計資料購入） 自動車修理機材展示会視察

教育部出版局訪問（教育統計資料購入） 南京1955-北京2130(CA1504)
4 10/13 土 北京1025-長春1150(CJ6144)､長春市対象施設新校舎視察 成田1040-北京1315(JL781) 官団員に同行

第六中等専門学校視察 北京1530-長春1700(CJ6148)
5 10/14 日 軽工業学校､機械電気技術専門学校､コンピューター学校視察 官団員に同行

長春1630-北京1805(3Q4612) 長春市対象施設調査(要請機材内容の協議等） 長春1630-北京1805(3Q4612)
6 10/15 月 経貿部との協議 長春市対象施設新校舎調査､軽工業学校調査 経貿部との協議及び

協議議事録の準備・協議 企業訪問､労働需給調査 調達関連調査

7 10/16 火 経貿部との協議 経済貿易学校､交通職工中等専業学校調査 経貿部との協議及び

協議議事録への署名 長春市対象施設調査（質問書回答受領） 調達関連調査

8 10/17 水 日本大使館とJICA事務所へ報告 長春市対象施設調査（協議）､第十一中学調査 調達関連調査及び

北京1450-成田1910(JL782) 国家教育部訪問調査 長春1800-北京1930(CJ6141) 統計書・資料収集

団内協議（調査の進め方の確認等）

9 10/18 木 北京1040-南昌1250(MU5150) 北京0930-長沙1130(CA1343) 北京1040-南昌1250(MU5150) 中国製品の仕様及び調達関連調査

南昌-吉安（車両） 長沙-叙浦（車両） 南昌-吉安（車両）

10 10/19 金 吉安市対象施設調査（施設視察） 叙浦県対象施設調査（施設視察､ 吉安市対象施設調査（施設視察） 統計書・資料収集

企業訪問、労働需給調査) 企業訪問、労働需給調査 北京1450-成田1910(JL782)
11 10/20 土 企業訪問、労働需給調査 企業訪問、労働需給調査 教育委員会・労働局との協議

教育委員会・労働局との協議 企業訪問、労働需給調査

12 10/21 日 企業訪問、労働需給調査 叙浦県対象施設調査（協議等） 吉安市対象施設調査

企業訪問、労働需給調査 （質問書回答､協議）

13 10/22 月 関連訓練機関調査 叙浦-懐化（車両） 関連訓練機関調査

吉安-南昌（車両） 懐化市教育委員会（協議） 吉安-南昌（車両）

南昌1830-北京2020（CA1512） 企業訪問、労働需給調査 南昌1830-北京2020（CA1512）
14 10/23 火 調達関連調査（メーカー訪問） 懐化-貴陽（車両） 北京1245-ﾊﾙﾋﾞﾝ1435（CA1623）

ﾊﾙﾋﾞﾝ-牡丹江（車両）

15 10/24 水 調達関連調査（メーカー訪問） 貴陽市対象施設調査（質問票回答） 牡丹江市対象施設調査（施設視察等）

企業訪問、労働需給調査 企業訪問、労働需給調査

16 10/25 木 国家教育部訪問調査 修文県教育局、学校等訪問 教育委員会・労働局との協議

貴陽市対象施設調査（施設視察等） 企業訪問、労働需給調査

コンサルタント団員
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官団員
月/日 曜日

団長：貝原孝雄課長
計画管理：藤原真吾

業務主任/職業訓練計画：長澤癸行、
通訳：和田輝雄(10/10午後は機材計画1

と、10/22-27は機材計画2と同じ)

機材計画1：樋口勝彦
(および中国人通訳 徐昊

(10/13-10/28))

機材計画2：
世古口健

機材計画3：
八木恒雄

調達計画/積算：
石山優

コンサルタント団員

17 10/26 金 関連機関調査 貴陽市対象施設調査（協議等） 牡丹江市対象施設調査

関連訓練機関調査 (質問票回答協議）

18 10/27 土 資料収集・整理 関連訓練機関調査 関連訓練機関調査

牡丹江-ﾊﾙﾋﾞﾝ（車両）

ﾊﾙﾋﾞﾝ1520-北京1710（CA1624）
19 10/28 日 資料及び調査のまとめ 貴陽0840-北京1125（SZ4161） 追加調査、調査資料のまとめ

追加調査、現地調査報告作成等 北京1445-成田1905(JL782)
20 10/29 月 追加調査、現地調査報告作成等

21 10/30 火 経貿部への報告、日本大使館への報告

22 10/31 水 JICA事務所への報告

北京1445-成田1905(JL782)
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(2) 現地調査２

官団員
月/日 曜日

団長：大石千尋副所長
計画管理：藤原真吾

業務主任/職業訓練計画：長澤癸行
通訳：和田輝雄(12/9-12は機材計画

2と同じ)

機材計画1：樋口勝彦
(および中国人通訳 徐昊

(11/22-12/12))

機材計画2：
世古口健

機材計画3：
八木恒雄

調達計画/積算：
石山優

1 11/18 日 成田1035-北京1335(NH905)

2 11/19 月 日本大使館表敬訪問 (10:00) 成田1035-北京1335(NH905)
経貿部表敬訪問 (14:00)、JICA事務所訪問 (16:00)

3 11/20 火 経貿部と各訓練校長との協議（対象ｺｰｽ､機材リストの確認･協議等）

4 11/21 水 協議議事録の準備・協議

協議議事録への署名 北京1510-貴陽1750（SZ4162）
5 11/22 木 日本大使館及びJICA事務所へ報告 貴陽市対象施設調査（計画機材内容の詳細）

北京1510-貴陽1750（SZ4162） 及び調達関連調査

6 11/23 金 貴陽市対象施設視察 貴陽市対象施設調査（計画機材内容の詳細）

及び調達関連調査

7 11/24 土 貴陽0930-北京1200(CZ8611) 貴陽市対象施設調査（計画機材内容の詳細） 貴陽-北京 貴陽市対象施設調査

(CZ8611) 及び調達関連調査

8 11/25 日 資料収集 貴陽市対象施設調査（計画機材の設置場所確認等） 資料収集 貴陽市対象施設と協議

北京1450-成田1900(NH906) 貴陽1830-南昌2000(WH2820) 貴陽-懐化(鉄道：夜行) 貴陽-懐化(鉄道：夜行)
9 11/26 月 教育部訪問調査 民営学校等調査 懐化-叙浦（車両） 教育部訪問調査 懐化-叙浦（車両）

南昌-吉安（車両） 叙浦県対象施設と協議(機材) 叙浦県対象施設と協議(機材)
10 11/27 火 中央職業教育研究所訪問調査 吉安市対象施設と協議 叙浦県対象施設と協議 中央職業教育研究 叙浦県対象施設と協議

（計画機材内容の詳細） （計画機材内容の詳細） 所訪問調査 及び調達関連調査

11 11/28 水 調達関連調査（メーカー訪問） 吉安市対象施設と協議 叙浦県対象施設と協議 調達関連調査 叙浦県対象施設と協議

（計画機材内容の詳細） （計画機材内容の詳細） 北京-成田(NH906) 及び調達関連調査

12 11/29 木 北京-囲場（車両） 吉安市対象施設と協議 叙浦県対象施設と協議 叙浦県対象施設と協議

（計画機材内容の詳細） （計画機材内容の詳細） 及び調達関連調査

13 11/30 金 民族中学訪問調査 吉安市対象施設と協議 叙浦県対象施設と協議 叙浦県対象施設と協議

（計画機材の設置場所確認等） （計画機材の設置場所確認等） 及び調達関連調査

叙浦-長沙（車両又は鉄道） 叙浦-長沙（車両又は鉄道）

14 12/1 土 囲場-北京（車両） 吉安-南昌（車両または鉄道） 湖南省経貿庁等訪問 湖南省経貿庁等訪問

南昌1700-北京1900（CA1512） 長沙1210-北京1420（CA1344） 長沙-北京（CA1344）
15 12/2 日 北京1150-牡丹江1340（CJ6214） 北京-牡丹江（CJ6214）

牡丹江市対象施設と協議（計画機材内容の詳細） 牡丹江市対象施設と協議

16 12/3 月 牡丹江市対象施設と協議 牡丹江市対象施設と協議

（計画機材内容の詳細） 及び調達関連調査

コンサルタント団員
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官団員
月/日 曜日

団長：大石千尋副所長
計画管理：藤原真吾

業務主任/職業訓練計画：長澤癸行
通訳：和田輝雄(12/9-12は機材計画

2と同じ)

機材計画1：樋口勝彦
(および中国人通訳 徐昊

(11/22-12/12))

機材計画2：
世古口健

機材計画3：
八木恒雄

調達計画/積算：
石山優

コンサルタント団員

17 12/4 火 民営学校等調査 牡丹江市対象施設と協議

牡丹江市対象施設と協議（計画機材内容の詳細） 及び調達関連調査

18 12/5 水 牡丹江市対象施設と協議 牡丹江市対象施設と協議

（計画機材内容の詳細） 及び調達関連調査

19 12/6 木 牡丹江市対象施設と協議（計画機材の設置場所確認等） 牡丹江市対象施設と協議

牡丹江-長春（鉄道） 牡丹江-長春（鉄道）

20 12/7 金 長春市対象施設と協議 長春市対象施設と協議

（計画機材内容の詳細） 及び調達関連調査

21 12/8 土 長春市対象施設と協議 長春市対象施設と協議

（計画機材内容の詳細） 及び調達関連調査

22 12/9 日 長春1300-北京1430（CJ6147） 長春市対象施設と協議 長春1300-北京1430（CJ6147）
資料収集､整理 （計画機材内容の詳細） 資料収集､整理

23 12/10 月 調達関連調査（メーカー訪問） 長春市対象施設と協議 調達関連調査（メーカー訪問）

（構成校訪問調査等）

24 12/11 火 調達関連調査（メーカー訪問） 長春市対象施設と協議（計画機材の設置場所確認等） 調達関連調査（メーカー訪問）

民営学校等調査

25 12/12 水 調達関連調査（メーカー訪問） 長春1300-北京1430（CJ6147） 調達関連調査（メーカー訪問）

団内協議

26 12/13 木 関連機関調査､調達関連調査（メーカー訪問） 調達関連調査（メーカー訪問）

報告書作成

27 12/14 金 経貿部への報告 経貿部への報告

日本大使館・JICA事務所への報告 調達関連調査（メーカー訪問）

28 12/15 土 追加調査 追加調査

北京1450-成田1900(NH906) 北京1450-成田1900(NH906)

資
2-4 



(3)　基本設計概要書説明

コンサルタント団員

月／日 曜日

団長：大石千尋副所長 計画管理：藤原真吾
業務主任/職業訓練計画：長澤癸行

通訳：和田輝雄

機材計画1：樋口勝彦
(および中国人通訳 徐昊

(1/22-1/28))

調達計画/積算：
石山優

1 1/20 日 成田1035-北京1335(NH905)

2 1/21 月 JICA事務所・大使館表敬、経貿部表敬･協議

3 1/22 火 対象校代表と協議（全体協議）（基本設計概要書の説明、計画機材リストの協議）
対象校代表と協議（個別協議）（計画機材リストの協議）

4 1/23 水 対象校代表と協議（個別協議）（計画機材リストの協議）

5 1/24 木 経貿部及び対象校代表と協議（全体協議）（計画機材リストの協議）

6 1/25 金 JICA事務所報告･貴陽関係者との個別協議 対象校代表と機材仕様確認
協議議事録作成

7 1/26 土 資料整理 対象校代表と機材仕様確認 調達関連調査
北京1450-成田1900(NH906)

8 1/27 日 対象校代表と機材仕様確認

9 1/28 月 協議議事録署名 大使館報告 対象校代表と機材仕様確認及び調達関連調査

10 1/29 火 JICA事務所報告 調達関連調査
北京1450-成田1900(NH906)

官団員
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資料3. 関係者（面談者）リスト

職　位 　名　前
1 北京市

中国対外貿易経済合作部
国際経貿関係司 副処長 康　炳建

項目官員 謝　　城
項目官員 楊　鉄林
項目官員 楊　　澄

中国教育部
職業教育・成人教育司 副司長 劉　占山
職業教育・成人教育司　総合処 処長 劉　建同
職業教育・成人教育司　総合処 副処長 竇　現金
中央職業教育研究所 副所長 余　祖光

研究員 姜　大源
中国運輸機械貿易公司

項目経理 李　　綿
官員 王　　柯

2 黒龍江省
対外貿易経済合作庁
　　　合作処 副処長 姜　　鵬

牡丹江市
副市長 高　艶華
副市長 姚　寿鵬

対外貿易経済局 局長 程　　鵬
　　　合作科 科長 李　玉祥
教育委員会 主任 劉　海彊

副主任 趙　国君
　　　職業教育科 科長 焦　国柱
労働就業局 副局長 徐　景昌
　　　職業紹介服務中心 主任 尹　福安
　　　就業科 科長 粱　福金
牡丹江職業教育センター学校 校長 李　樹山

党委員会書記 王　居志
副校長 于　秋蓮
副校長 林　国祥
副校長 呼　義林
副校長 王　維仁
工会主席 陳　淑英
弁公室主任 張　志凌
企管処副主任 劉　　偉　　
計算機コース副主任 孫　秀蘭
自動車修理コース副主任 石　　強
財務コース副主任 付　麗敏
観光コース副主任 王　君臣
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旅行観光コース教師 林　　晋
教導処教師 郭　万松
通訳 許　英華

牡丹江市康普斯電脳大世界 孟　　岩
牡丹江市計算機技能訓練学校 副校長 劉　　偉
牡丹江康佳実業有限公司 倪　佳麗
東興購物広場 人事部 金　　萍
牡丹江蓮花汽車修理廠 劉　紹江
牡丹江江山実業有限公司 総経理 郭　　敬
牡丹江北山賓舘 総経理弁公室主任 劉　淑琴
海林市職業高級中学校 校長 鄭　国才
牡丹江久山学校 副校長 韓　暁光
牡丹江市第一中学 副校長 載　　 克

副主任 華　長舟

3 吉林省
副省長 全　哲珠

対外貿易経済合作庁 副庁長 張  炳権
　　国際関係経済援助処 副処長 劉　　非

項目官員 閻　　晗
教育庁 副庁長 李　　軍
外事弁公室 副主任 範　　飛

副処長 韓　　松
長春市

副市長 安　　莉
副秘書長 閻　玉華

教育局 局長 王　樹彬
副局長 李　　敏
副局長 何　泉秀
副局長 周　国韜

　　　社会人教育処 処長 韓　恵民
外事弁公室 主任 鉄　福

処長 薄　中棠
副処長 欧　　碩

長春市高級職業技術学校 校長 曲　海波
副校長 呉　華民
副校長 任　鳳義
副校長 徐　連友
副校長 王　英
副校長 程　華民
工会主席 陳　剣鋒
機電教研室主任 李　国会
食品専業科長 遂　家富
教務科長 劉　宝華
教務科副科長 李　明華
専業教師 呉　宗礼
専業教師 騰　広青
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専業教師 梁　春江
長春市経済貿易学校 校長 穆　　林

教務科長 劉　天飛
教師 滕　広清

長春市計算機学校 教研科長 李　明革
長春市第六中等専業学校 校長 李　振洪

学生科長 劉金華
長春市軽工業学校 機械教研科長 李国会

食品科長 逑　家富
長春市旅遊専門学校 校長 王　継新

副校長 趙　　欣
副校長 檀　雅芳
教務科長 呉　忠礼

長春市第四中等専門学校 校長 邵　振山
副校長 孫　　鋭
副校長 廬　　植
校長助理 韓　百賢
工会主席 唐　興貴

長春市東方実験中学 校長 謝　淑媛
副校長 林　　絮
校長助理 邵　亜民

長春市第十一中学校 校長 池　洪源
長春長鈴摩托車有限公司 経理 楊　子英
長春長鈴集団人力資源部 程　玉芳
長春吉美雅昌彩色製版有限公司 副総経理 欧陽　彬
長春第一光学儀器庁 常務副廠長 呂　継湘
長春渤海活塞有限公司 副総経理 朱　東昇

弁公室主任 朱　殿悦
長春欧亜集団欧亜商都 副総経理 閻　福録
万奇三友模具有限公司 党紀律委書記　工会主席 張　興金

経営担当副総経理 孫　世魁
長春G-３技術教育装備有限公司 総経理 魯　和安

科長 白　海光
吉林浩泰食品有限公司 総経理 李　　霽

4 湖南省
対外貿易経済合作庁 副庁長 李　　沛
　　　国外経済合作処 処長 李　保生

副処長 羅　少明
処員 文　志権

懐化市
対外貿易経済委員会 副主任 黄　怒涛
　　　外経科 科長 趙　慧卉

総経済師 石　経五
教育局 局長 石　淵海

叙浦県
副県長 舒　均遂

教育局 局長 江　易炎
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副局長 陳　昌礼
　　　教研室 教研員 藩　麗萍
農業庁 通訳担当 黄　岳男
叙浦県職業中等専業学校 校長 武　軍良

副校長 劉　興国
弁公室主任 舒　　洪
工会主席 向　　勇
教務処主任 肖　坤明
教務処副主任 賀　方平
生物工程科教師 楊　相斉
計算機科教師 鄧　建輝

叙浦県教師選修学校 校長 諶　少華
叙浦県小江警予希望学校 校長 舒　均国
正清集団懐化正好製薬有限公司 工程司 譚　東慶
中国建設銀行叙浦支行 副行長 万　向志

業務部副主任 彭　　華
湖南省湘維有限公司 党委副書記 段　先貴

5 貴州省
対外貿易経済合作庁
　　　外経処 処長 許　文林
外事弁公室対外聯絡部 部長 岑　　鵬

貴陽市
副市長 唐　光族
副市長 高　融昆
助理巡視員 封　瑜　

教育局 局長 李　乗中
副局長 蔡　心紅
副局長 陳　仕儒

　　　弁公室 主任 旬　建明
許　漢芝
斉　　忠

　　　職業教育処 処長 趙　克興
貴陽市総合職業学校 校長 陳　長華

副校長 楊　敏莉
書記 呉　銭源
校長助理 但　琪琳
学生科長 張　雪芹
項目担当 陳　栄珍
英語担当 但　琪琳
教師 何　以剛
教師 陳　鵬遠
教師 劉　　軍
教師 徐　澤栄
教師 鄧　軍琳
教師 袁　昌勤
教師 段　異雄
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教師 夏　　楠
教師 王　政敏
教師 王　　虹
教師 敖　玉明
教師 馮　　進
教師 張　安明
教師 敕　　宇
教師 李　宇涛
教師 呉　　海
教師 李　昕江
教師 方　　方
教師 呉　学軍
教師 王　　　彦
教師 塗　敏芝

貴陽市修文県城関小学 校長 余　忠明
音楽教師 任　　艶

貴陽市修文県程関小学 校長 黄　　建
教学主任 曹　寛亮
音楽教師 郭　　英
美術教師 蕭　麗竹
美術教師 王　懐勇

貴州永吉印務有限公司生産部 黄　　凱
貴陽宇田高新技術発展公司 総経理 曽　　鵬
貴州航洋電脳有限公司 総経理 顧　永益
貴州金長城電脳有限公司 大客戸部経理 汪　　南
貴州航洋電脳有限公司 市場総監 王　夢涛
貴陽汽車修理公司 廠長 李　暁南

教学研究組長 周　　平

6 江西省
対外貿易経済合作庁

助理巡視員  　 水　達利
　　外経処 副処長 王　治邦

科長 楊　　旭
副科長 王　　健

吉安市
副市長 鄭　揚飛

政治協商会議吉安市委員会 副主席 塗　世釗
労働就業局 副科長 曹　遠征

吉安市吉州区
吉州区党委員会 副書記 劉　暁聡

副区長　 盧　淑清
外経貿局 局長 伍　人龍
教育委員会 主任 張　蔚清
物価局 局長 歐　世珠
就業局 局長 曽　新華
労働人事局 副局長 肖　孟滔
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吉安市職業中等専業学校 校長 劉　述晟
副校長 楊　虎先
副校長 肖　茂宣
教務処主任 銭　国軍
総務処主任 劉　潤発
弁公室副主任 周　万英
美術装飾専業組長 郭　菊蘭
調理旅遊専業組長 熊　建剛
電化教育実験組長 劉　　文
機械専業組長 郭　艶紅
電子専業組長 肖　志強
電工専業組長 柳　新鼎
専業教師 劉　学東
専業教師 劉　潤發
専業教師 盧　　涛
自動車修理専業教師 欧  陽明

江西省吉安機床廠 党委書記　副廠長 郭　天華
江西電纜有限公司　江西電纜庁 副総経理 熊　　暉
吉安市　白鷺賓舘 副総経理　工会主席 譚　月華

吉安市吉水県
吉水県職業学校 校長 劉　永忠

7 河北省
対外貿易経済合作庁
　国外経済合作庁 副処長 李　暁風
　河北省接受国際無償援助管理弁公室 秘書長 谷　三龍

承徳市
対外貿易経済合作委員会 副主任 閻　徳友
承徳対外経済合作公司外経科 科長 胡　金山

囲場満族蒙古族自治県 副県長 張　樹林
民族中学 校長 陳　志民

副校長 封　志龍
副校長 丁　暁輝

職業教育ｾﾝﾀｰ 副校長 李　松晨
任　会平

8 日本側関係者
在中国日本大使館 一等書記官 湯本　博信

二等書記官 山内　裕也
ＪＩＣＡ中国事務所 所長 桜田　幸久

次長 大石　千尋
所長代理 大山　高行
プロジェクト開発員 斎藤　淳子
所員 阮　薇
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資料4.  当該国の社会・経済事情

中華人民共和国

People's Republic of China

一般指標

政体 人民民主共和制 *1 首都 ペキン（北京、Beijing） *2

元首 国家主席／江沢民（JIANG Zemin） *1,3 主要都市名 上海、天津、重慶、成都、石家荘、武漢 *3

労働力総計 750,903 千人 (1999年） *6

独立年月日 1949年10月1日（中華人民共和国成立） *3,4 義務教育年数 9 年間 (    年） *13

主要民族／部族名 漢民族92%、その他55の少数民族 *1,3 初等教育就学率 122.7 ％ (1997年） *6

主要言語 中国語、各種方言、少数民族語 *1,3 中等教育終了率 70.1 ％ (1997年） *6

宗教 仏教、回教、キリスト教等 *1,3 成人非識字率 15.0 ％ (2000年） *13

国連加盟年 *12 人口密度 134.40 人/km2 (1999年） *6

世銀加盟年 *7 人口増加率 1.3 ％ (1980-99年） *6

IMF加盟年 *7 平均寿命 平均 70.20　　男 68.30　　女 72.50 *10

国土面積 千km2 *1,6 5歳児未満死亡率 37 (1999年） *6

総人口 千人 (1999年） *6 カロリー供給量 2897.0 Cal/日/人 (1997年） *10

経済指標

通過単位 元 *3 貿易量 (1999年）

為替レート 1US$=8.27 （2001年12月） *8 商品輸出 194,716 百万ﾄﾞﾙ *15

会計年度 Dec.31 *6 商品輸入 -158,509 百万ﾄﾞﾙ *15

国家予算 (1997年） 輸入カバー率 8.7 （月） (1999年） *14

歳入総額 432.27 十億元 *9 主要輸出品目 繊維・同製品、機械電気製品、石油・同製 *1

歳出総額 601.72 十億元 *9 主要輸入品目 工業用機械、自動車、通信機器 *1

総合収支 8,652 百万ﾄﾞﾙ (1999年） *15 日本への輸出 55,303 百万ﾄﾞﾙ (2000年） *16

ODA受取額 2323.8 百万ﾄﾞﾙ (1999年） *18 日本からの輸入 30,475 百万ﾄﾞﾙ (2000年） *16

国内総生産(GDP) 989,465.22 百万ﾄﾞﾙ (1999年） *6

一人当たりのGNP 780.0 ﾄﾞﾙ (1999年） *6 総国際準備 161,414.1 百万ﾄﾞﾙ (1999年） *6

分野別GDP 農業 17.6 ％ (1999年） *6 対外債務残高 154,222.7 百万ﾄﾞﾙ (1999年） *6

鉱工業 49.3 ％ (1999年） *6 対外債務返済率(DSR) 9.0 ％ (1999年） *6

ｻｰﾋﾞｽ業 33.0 ％ (1999年） *6 インフレ率 9.9 ％ *6

産業別雇用 農業 男　 % 女　 % (1996-98年） *6 (消費者価格物価上昇率) (1990-99年）

鉱工業 % % (1996-98年） *6

ｻｰﾋﾞｽ業 % % (1996-98年） *6 国家開発計画 第10次5ヵ年計画：2001-2005 *11

実質GDP成長率 10.7 ％ (1990-99年） *6 2010年長期目標要綱

気象（1961年～1990年平均） 観測地：北京（北緯39度56分、東経116度17分、標高55m） *4,5

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均 /計

降水量 2.7 5.9 9.1 26.5 28.8 70.8 175.7 182.1 48.8 19.0 6.2 2.3 577.9 mm

平均気温 -4.3 -1.9 5.1 13.6 20.0 24.2 25.9 24.6 19.6 12.7 4.3 -2.3 11.8 ℃

*1　各国概況（外務省） *9 Government Finance Statistics Yearbook 1999 (IMF)

*2　世界の国々一覧表（外務省） *10 Human Development Report 2000, 2001 （UNDP)

*3　世界年鑑2000（共同通信社） *11 Country Profile (EIU)　外務省資料等

*4　最新世界各国要覧10訂版（東京書籍） *12 United Nations Member States

*5　理科年表2000（国立天文台編） *13 Statistical Yearbook 1999 (UNESCO)

*6　World Development Indicators 2001 (WB) *14 Global Development Finance 2001 (WB)
*7　BRD Membership List (WB) *15 International Financial Statistics Yearbook 2000 (IMF)

    　IMF Members' Financial Data by Country (IMF) *16 世界各国経済情報ファイル2001（世界経済情報サービス）

*8　Universal Currency Converter 注： 商品輸入については複式簿記の計上方式を採用しているため

支払額はマイナス標記になる

9,600.00

1,253,595

1945年10月24日

1945年12月27日

1945年12月27日
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中華人民共和国

People's Republic of China

我が国におけるODAの実績 （単位：億円） *17

項目 年度 1995 1996 1997 1998 1999

技術協力 73.74 98.90 103.82 98.30 73.30

無償資金協力 4.81 20.67 68.86 76.05 59.10

有償資金協力 1,414.29 1,705.11 2,029.06 2,065.83 1,926.37

総額 1,492.84 1,824.68 2,201.74 2,240.18 2,058.77

当該国に対する我が国ODAの実績 (支出純額、単位：百万ﾄﾞﾙ) *17

項目 年度 1995 1996 1997 1998 1999

技術協力 304.75 303.73 251.77 301.62 348.79

無償資金協力 83.12 24.99 15.42 38.22 65.68

有償資金協力 992.28 533.01 309.66 818.33 811.50

総額 1,380.15 861.73 576.86 1,158.16 1,225.97

OECD諸国の経済協力実績（1999年） (支出純額、単位：百万ﾄﾞﾙ) *18

贈与(1) 有償資金協力 政府開発援助 その他政府資金 経済協力総額

（無償資金協力、 (2) (ODA) 及び民間資金

技術協力） (1)+(2)=(3) (4) (3)+(4)

799.4 1,022.2 1,821.6 348.1 2,169.7

1. Japan 414.5 811.5 1,226.0 -3,115.9 -1,889.9

2. Germany 115.4 189.2 304.6 1,304.0 1,608.6

3. United Kingdom 59.3 0.0 59.3 -731.6 -672.3

4. France 18.3 27.9 46.2 -29.9 16.3

90.5 421.7 512.2 1,524.6 2,036.8

1. IDA 406.8 0.0 406.8

2. EC 39.6 20.0 59.6

そ  の  他 -10.0 0.0 -10.0

合      計 889.9 1,433.9 2,323.8 1,872.8 4,196.6

援助受入窓口機関 *18

技術協力 ：科学技術部国際合作司アジアアフリカ処

無償 ：対外貿易経済合作部国際経貿関係司第6処

協力隊 ：科学技術部

*17 我が国の政府開発援助2000（国際協力推進協会）

*18 International Development Statistics (CD-ROM) 2001 OECD

*19 JICA資料

(主要供与国)

多国間援助

(主要援助機関)

二国間援助
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